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この実施結果報告書は，まちづくり懇談会≪河内地区≫における発言の要旨をまとめたものです。 

 

１ 開催日時 令和７年１０月２８日（火）午後６時００分～（１時間程度） 

 

２ 開催場所 河内地区市民センター 

 

３ 参加者数 ２８人（市出席者除く） 

 

４ 市出席者 市長，総合政策部長，広報官，地域まちづくり担当副参事，河内地区市民センター所長，広報広聴課長 

 

５ 懇談内容 

 

（１）地域代表あいさつ  河内地区まちづくり協議会 会長 

 

（２）市長あいさつ・市の取組紹介 

 

（３）地域意見 

№ テ ー マ 所管課 

１ 自治会長のサポート体制確立について 
危機管理課 

みんなでまちづくり課 

 

令和７年度 第４回まちづくり懇談会《河内地区》実施結果報告書 



 

（４）当日意見 

№ 要   望 所管課 

１ 放課後に勉強できる自習室について 学校管理課，河内地区市民センター 

２ 通学路の危険箇所について 道路保全課 

３ 岡本駅行バスの新設について 交通政策課 

４ 自転車通行帯の駐停車および一時停止線の設置について 広報広聴課 

５ グリーンタウン方面のバスの拡充について 交通政策課，高齢福祉課 

６ 商工会への補助金について 商工振興課 

７ きょうだい児について 障がい福祉課，子ども発達支援センター 

８ スポーツを活かした移住推進について スポーツ都市推進課，公園管理課 

９ 相談事への対応について 公園管理課 

 

（５）来賓あいさつ 

市議会議員 菅原 一浩 氏， 

市議会議員 岡本 源二郎 氏 

 

（６）市長謝辞 
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まちづくり懇談会（河内地区）における意見及び回答の要旨 

開催日時：令和７年１０月２８日（火）午後６時００分～ 
場所：河内地区市民センター 

参加者数：２８名 

◇地域意見 

№ 意見の概要 回答の概要 

１ 自治会長のサポート体制確立について 

・自治会の担い手不足は深刻であり，引き継ぎも難しく，特

に緊急の対応が求められる災害発生時には，その対応に困

難を極める状況である。 

・７月３日に発生した冠水被害に自治会長として対応したが，

用件ごとに個々の部署に要請しなければならず，対応に大

変苦慮したので，１箇所で済むようなワンストップ窓口を

設けてほしい。 

・また，災害時に限らず自治会をサポートするため，地区連

合自治会ごとに専属の職員を配置するなど，支援体制を整

えてほしい。 

 

 

 

 

【市長】 

・災害発生時の対応については，各地区市民センターや市民

活動センターが窓口となって自治会が必要とする手続き等

について支援している。 

・今後はよりスムーズに案内できるよう，ＨＰにも掲載して

いる「被災者支援制度一覧」等を窓口にも配置するなど，

支援の充実を図っていく。 

・また，自治会長のサポート体制については，本市では地域

行政機関に７０名以上のまちづくり支援担当職員を配置

し，特色あるまちづくりや地域の実情に応じた課題解決に

向け，支援・調整を図っている。 

・「まちづくり支援担当職員」を中心に，地域に寄り添った支

援に努めながら，様々な事例の研究を行い，自治会長のサ

ポート体制について検討していく。 

 

 

（所管課：危機管理課，みんなでまちづくり課） 



 
 

2 

◇当日意見 

№ 意見の概要 回答の概要 

１ 放課後に勉強できる自習室について 

・生徒会宛てに中学校に自習室を設置してほしいという要望

が多く寄せられている。 
・管理上の問題もあると思うが，例えば生徒会による当番制

の運営や，meet を使ってオンライン自習室が開けるよう整

備するなどで実現できないか。 
 

【市長】 

・生徒がいる以上責任を持った対応が必要となるが，放課後

は部活動対応などにより教職員が常駐できないため，貸出

は難しい状況である。  
・代わりの施設として，近隣の河内地区市民センターや田原

コミュニティプラザが利用できるので御利用いただきた

い。 
・田原コミュニティプラザについては，座席数が少ないため

増席していきたい。 
 

（所管課：学校管理課，河内地区市民センター） 

２ 通学路の危険箇所について 

・宝井田園通りが田原中学校の通学路になっているが，街灯

が設置されておらず暗くて危険である。 

・また，道路上の白線も消えかかっており，車道との境界が

曖昧になっているところもある。 

・通学路の安全確保のため，街灯の設置などの対応をしてほ

しい。 

 

【市長】 

・本市では，「通学路合同点検」や「環境点検」などによって

関係機関と連携しながら通学路の安全対策に努めている。 

・今回の危険箇所については，場所を確認したうえで対応策

を検討する。 

 

＜所管課による後日回答＞ 

下記旨を文書にて回答 

・白線については，現地調査で劣化を確認したことから，更

新を行っていく。 

・街灯設置については，街灯設置ができない箇所であり，防

犯灯の設置による対応になることから，地域の自治会に伝

えさせていただく。 

（所管課：道路保全課） 
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３ 岡本駅行バスの新設について 

・高校生になると，電車を利用して他の地域に通学する方が

多くなると思う。 

・しかし，田原地区では岡本駅に向かうバスがないので，通

学に使えるようなバスを新設してほしい。 

 

 

【市長】 

・利用者数の問題など課題はあるが，増便についてはバス会

社との協議が必要になるので，後ほど連絡させていただく。 

・夕方であれば地域内交通も利用できるので是非活用いただ

きたい。 

 

＜所管課による後日回答＞ 

下記旨を文書にて回答 

・御要望の路線は，現行路線の維持が最優先であり，実現は

難しいと事業者から見解を頂いた。 

・田原地区周辺では，ＪＲ宇都宮駅西口が終点となる路線バ

スが運行されており，その他のバス等と乗り継ぐことで，

市内の様々な高校へ通学することが可能となっている。 

・乗り継ぎにあたっては，補助制度もあるので活用いただき

たい。 

（所管課：交通政策課） 

４ 自転車通行帯の駐停車および一時停止線の設置について 

・岡本小学校前から北上する岡本街道を自転車で通学してい

るが，路肩に毎朝車が駐停車しており，車道側に出て避け

なければならず危険なため，車が駐停車しないようにして

ほしい。 

・また，金井台なかよし公園前のＴ字路で車のとび出しが多

く危険なため，一時停止線を設けてほしい。 

【市長】 

・どちらも警察への相談が必要となるので，通学時間帯の見

回りと一時停止線の件について市から警察にお話しさせて

いただく。 

 

＜所管課による後日対応＞ 

・栃木県総合政策部広報課を通じて警察へ「通学時間帯の見

回り」と「一時停止線」について要望を伝えた。 

 

（所管課：広報広聴課） 
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５ グリーンタウン方面のバスの拡充について 

・ＬＲＴ整備後は余剰分のバスをグリーンタウン方面の拡充

に回せるとの話だったが，いまだ改善されておらず不自由

している。 

・是非バスに乗ってまちなかに行けるような拡充をしていた

だきたい。 

 

【市長】 

・バス会社に支援をして赤字額を補填することでバス路線の

維持に努めているが，利用客が少ないままでは維持は難し

いので，積極的にバスを御利用いただきたい。 

・バスの拡充については，駅西側のＬＲＴ開通に伴う再編後

の話であり，大通りを運航しているバスの３分の１をバス

空白地域に充てていく。 

・また，買い物の支援として移動販売を今年から展開してい

くので，決まり次第自治会回覧等でお知らせさせていただ

く。 

（所管課：交通政策課，高齢福祉課） 

６ 商工会への補助金について 

・高齢化社会への対策としては，地域から商店や商店街を無

くさないことが重要である。 

・うつのみや市商工会への補助金が毎年のように減っており，

あと数年でゼロになるだろうという話を聞いているが，商

店や商店街を存続させるためにも，うつのみや市商工会や

宇都宮商工会議所への補助金の維持や増額をお願いした

い。 

【市長】 

・市として，将来人口が減っても地域がきちんと生き残って

いけるよう，ネットワーク型コンパクトシティを推進して

いる。 

・うつのみや市商工会や宇都宮商工会議所も地域の力の源で

あるので，今後も行政として出来る範囲の支援を行ってい

きたい。 

（所管課：商工振興課） 

７ きょうだい児について 

・きょうだい児（障がい児を兄弟に持つ人たち）への市の認

識と支援についてお聞きしたい。 

 

【市長】 

・障がい者の兄弟，親，また，親御さんが亡くなってしまっ

て一人だけの障がい者の方など，さまざまなケースに対応

している。 

・特に今年から親なき後の障がい者への支援に力を入れてお

り，社会全体で支えていく体制を整えているところである。 

         

（所管課：障がい福祉課，子ども発達支援センター） 
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８ スポーツを活かした移住推進について 

・旧河内町はスポーツの町と言われていた。 

・宇都宮は移住者が比較的多いと思うが，例えば，岡本駅前

第２公園のような窪地の多い地形を活用してスケートボー

ドがしやすい公園にするなど，スポーツがしやすい環境を

整備すれば，若い子育て世代をより呼び込めるのではない

か。 

 

【市長】 

・スケートボードやＢＭＸといったアーバンスポーツと言わ

れるものが若い世代で親しまれているが，やる場所がない

と全国的に言われているので，人を呼び込むきっかけにな

るというのは御指摘の通りと思う。 

・地形を活用して整備するという案は初めて聞いたのでこれ

から検討させていただきたい。 

 

（所管課：スポーツ都市推進課，公園管理課） 

９ 相談事への対応について 

・ゴミボックスを作って道路に設置しようとしたが許可が下

りなかった。 

・公園に駐車場を整備してほしいと要望を出したが，法律を

理由に断られた。 

・この話に限ったことではないが，自治会長が相談に行った

際に簡単に断るのではなく，実現できるよう担当課全体で

前向きに検討してほしい。 

【市長】 

・公園の駐車場は，規模の大きい公園を基本として，必要性

を検討し整備している。また，整備にあたっては，国の基

準に基づき，駐車台数を設けている。 

・御期待に沿えないものもあるが，自治会長をはじめとした

皆様の相談に親身になって乗らせていただく。 

 

（所管課：公園管理課） 

 


